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○特筆すべき事項 
①学術賞受賞 
・サエンコ ウラジミール・准教授：第 8 回日本甲状腺学会 コスミック・研究創成賞優秀賞 

受賞研究「甲状腺がん発症分子機構解明の為の特異的転写応答合成プロモーター活性を指標とした高感度細胞内

シグナル活性経路検出アッセイ系の確立」 
 


